
阿寒摩周国立公園弟子屈町
川湯温泉街まちづくりマスタープラン

１．川湯温泉の特長、湯の川と豊かな自然を際立たせる
２．近年の来訪者数を考慮した、川湯温泉エリアにふさわしい規模にする
３．アクティビティや街歩きなど、訪れる目的を増やす

１．カルデラの森の中での入浴体験
２．豊かな自然の温泉街を回遊する体験
３．国立公園ならではの自然体験

全体の整備をおよそ20年間とし、その第一歩として 
新しい川湯の象徴的空間＝川湯広場（川湯ラグーン）から始めたいと考えます。

コンセプト

機　能

機能を
実現するための

施設

01．川湯広場（（仮）川湯ラグーン）
いくつかの温泉川が合流し、ゆるやかなたまりができ
る場所を中心地につくり出し、川湯の新たな顔となる
シンボリックな場所とする。 

02．日帰り温泉
観光客や地元住民が気軽に川湯の上質な温泉を楽し
める日帰り温泉。露天風呂や、源泉を楽しめる内湯、
サウナ設備などを設ける。

03．川湯テラス
温泉川により気軽に触れられる親水エリアとして、川
の両岸を散策しながらくつろげるスペースとして整
備し、東屋や店舗を点在させる。

04．川湯横丁
現在の飲食エリアに近接した温泉川沿いに小区画屋
台を点在させ、湯けむりの景観と融合した幻想的な屋
台村を創出する。

05．キャンプ場
キャンピングカーユーザーが利用するRVパークと、
テント泊をメインとしたキャンプ場の２種を設置し、
道東アクティビティの拠点とする。

06．アウトドアセンター
道東の中心である利点を生かし、「ひがし北海道」全
体のアウトドア情報の紹介も行い、この地の魅力を広
く知って楽しんでもらう。

07．森のアクティビティゾーン
コンセプトは、川湯で体感する“本物の森”。国有林
を極力伐採せず、有益な間伐を専門家の監修のもと行
い、森に溶け込む居場所を創る。
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川との接点が少ない
   　｢お湯の川」に建物が背を向けている
　   川へのアクセスポイントが少ない

 　町の密度、空洞化と過密
•廃業したホテルや店舗、空き地や駐車場が多い

 　エントランスサインが不明瞭
•温泉街に来たという高揚感に欠ける

⬇
歴史があり自然環境にも恵まれているという町の
魅力が、来訪者に伝わりづらい

川湯の現況について
（現在の川湯の課題点）

マスタープランコンセプト

「湯の川がつむぐ
　　 カルデラの森の温泉街」を目指して

― 川湯の変化をともに体験していきませんか ―

川へ面し、川が主役の街へ
•目を奪われる川
•入って感じることのできる川

広がる滞在と入浴の選択肢
•既存ホテル＋新規出店ホテル
•２種類のキャンプ場
•日帰り温泉

● 阿寒摩周国立公園弟子屈
町川湯温泉街まちづくり
マスタープランとは…

　環境省が推進する国立公
園満喫プロジェクトにおい
て地域指定された８つの国
立公園のひとつに阿寒摩周
国立公園が選定されまし
た。町では特に、川湯温泉
地域の特徴を活かし、その
魅力を世界に発信していく
ための新たな事業を推進す
るため、川湯温泉街再整備
に関する基本的な方針をこ
のマスタープランにまとめ
ました。
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町
で
は
現
在
、
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く
の
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
中
心
市
街
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再
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保
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と
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造
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特
に
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町
で
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こ
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泉
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温
泉
と
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は
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今
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流
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と
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泉
」
と
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す
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ら

た
な
空
間
も
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画
し
ま
し
た
。

　
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠

だ
と
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え
て
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ま
す
。
川
湯
温
泉
街
の
未
来
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た
め
、
弟
子
屈
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、
皆
さ

ん
が
住
み
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け
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え
る
ま
ち
に
な
る

た
め
、
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っ
し
ょ
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
！

町長
德永　哲雄

川湯温泉街まちづくりマスタープラン説明会を開催
　策定されましたマスタープランについて、説明会を開催します。
　期間中は、会場にマスタープランについてのパネル展示を行い、疑問点やご意見について、常駐する
職員がお応えします。
　職員による全体説明を行う時間もあります。事前申し込みは必要ありませんので、ご都合に合わせ会
場にお越しください。

マスタープランは、町ホームページでも公開されますので、そちらもぜひご覧ください。

https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/soshikiichiran/kankoshokoka/2/4671.html

▶場　　所／川湯ふるさと館
▶日　　程／10月18日㈬、20日㈮、22日㈰、24日㈫
▶時　　間／10時～20時(最終受付19時30分）
▶全体説明／各日程の14時～15時　１時間程度

問い合わせ先／役場観光商工課観光振興係☎４８２－２９４０

川
湯
温
泉
の
あ
ら
た
な
魅
力
を
世
界
へ

▶場　　所／役場１階ロビー
▶日　　程／10月21日㈯
▶時　　間／10時～20時（最終受付19時30分）
▶全体説明／14時～15時　１時間程度
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Ｑ．なぜ「ラグーン（潟
せき

湖
こ

）」なのですか？
　川湯温泉は、強酸性の特異な泉質がいちばんの魅力。それゆえ長年、多くの方々に愛されてきましたが、「湯の川」
が街中に何本も流れているのも大きな特徴です。近年、地元有志の清掃活動を発端に、「湯の川」の魅力やそれを
生かした街づくりの可能性が再認識されるようになりました。
　「湯の川」に触れて、足をつけて、さらには歩いて……希少な泉質を気軽に体感してもらえる場所ができないだ
ろうか。そうすれば来訪者に、川湯温泉の魅力をよりわかりやすく伝えられるのではないだろうか。そんな思い
から、「湯の川」が集まる場所をつくり「（仮）川湯ラグーン」と名付けて、川湯温泉の象徴的な空間にしたいのです。

Ｑ． 完成はいつ？どんな計画で進めていくのですか。
　第１フェーズ（2026年まで）を『象徴的シンボルの開業と回遊性確保』ととらえ、ホテル『界』、川湯広場開業
／川湯テラス遊歩道の一部、通行開始／エリア内回遊動線、川湯園地の一部整理（町道の一部歩行者優先化開始、
湯の川沿いの整備）／川湯温泉エリアへの入口ゲートサインの設置／川湯横丁の一部、先行オープン／泉源エリア、
消防署向かい公営駐車場の整備などを予定しています（その後は、～2030年『回遊動線の魅力向上』／～2035年『多
様な滞在・回遊の魅力強化』／その後の整備内容『持続可能な川湯温泉街』としています）。

Ｑ．どのような体制で整備を進めるのですか？
　川湯再整備を行うための体制として「川湯オープン会議」を設置します。このオープン会議内では、町や環境省、
デザインなどに関する専門家、地元事業者などで構成する「デザイン会議」を実施し、川湯温泉街再生のための、
さまざまな意見を出し合います。このデザイン会議へは、課題にあわせた住民によるワークショップなどから出
される意見を取り入れ、住民の皆さんの意見が反映できるような仕組みをつくり、持続可能な温泉街整備をだれ
もが参加しやすい体制で行います。


